
奈良基督教会 重要文化財指定記念 

 

 ライアー・コンサート 
  ～憩いの水のほとりに～ 

（入場無料）    

 

２０１５年 ９月２０日（日）午後２時  
 
 

奈良基督教会礼拝堂にて    
              

奈良市登大路町４５ 
（近鉄奈良駅下車徒歩3分/東向商店街内） 
                 ＴＥＬ ０７４２-２２-３８１８ 

 

演奏・小野純子さん 
 

このたび当教会の礼拝堂と幼稚園園舎が、国の重要文化

財に指定されたことを記念して、人々の祈りが重ねられた

礼拝堂に満ちる響きと静けさを味わえることを願い、響き

の楽器であるライアーの演奏会を企画しました。新しい思

いで神のうるわしさと栄光を仰ぎ、世界の平和と人々の救

いを祈り求めたいと願います。（司祭 井田 泉） 
 

＜プログラム＞ バッハ： プレリュード  Ｇ線上のアリア 
シューベルト： アインガング（ドイツミサ曲から）  
聖歌： いつくしみふかき  空の鳥は 
オリジナル: 詩編２３編（主は羊飼い） 詩編２７編（主はわたしの光） 

星の呼び声 水が動くとき ほか… 
 

ライアーは、膝に乗せて、両手の指先で、弦に触れて奏でる竪琴のような楽器です。1926年、ヨー

ロッパでルドルフ・シュタイナーが創始した人智学運動を学ぶ人たちの中から考案され生まれた新

しい楽器で、主に季節ごとの祝祭の行事や礼拝、心や身体の治療のために用いられてきました。

澄んだ音色と透きとおった響きがこの楽器の特徴で、長く持続する余韻は、しずけさやあたたかさ

を空間にもたらします。ライアーにはいろいろな形、大きさのものがありますが、左の写真はドイツ・

ゲルトナー社のコンサート・ライアーです。当日はこの楽器で演奏します。 （小野純子） 
 
 

♪前もってのお申込は不要です。 

♪静かな祈りの時として行いますので、演奏中のご入場は、おしずかにお願いします。 


